
「今よりも明るい、輝かしい未来」に「今よりも明るい、輝かしい未来」に

写真：県民と働く者のとくしまフェスタ2018,2019／
2019 地域ふれあいフェスタ in わーくぴあ

タイトル・副題：https://www.mhlw.go.jp/content/10501000/000532540.pdf
「ILO創設100周年記念シンポジウムレポート」

（開会挨拶②（労働者代表）神津 里季生日本労働組合総連合会 会長）より

国際労働総会は、その第108会期に国際労働機関（ILO）の

創設100周年の機会にジュネーブにおいて会合し、

過去100年の経験に照らし、政府、労働者および使用者の代

表の継続的かつ協調的な活動が、社会正義の実現、民主主義

及び普遍的かつ恒久的な平和の推進のために必要不可欠であ

ることを考慮し、

これらの活動が、より人間らしい労働条件を導いた社会経済的

な進歩に関し、歴史的な前進をもたらしてきたことを認識し、

世界各地に見られる持続的な貧困・不平等・不正義・紛争・災害

及び人道的緊急事態が、達成された前進や共有された繁栄と

全ての人へのディーセント・ワークへの脅威となることも同時

に考慮し、

国際労働憲章とフィラデルフィア宣言（1944年）に示された目

標、目的、原則及び使命を想起し、再確認し、

労働における基本的原則及び権利に関するILO宣言（1998 

年）及び公正なグローバル化のための社会正義に関するILO 

宣言（2008年）の重要性を強調し、

（以下省略）

仕事の未来に向けたILO100周年創設記念宣言
　　　　　　　　　2019年6月21日、第108回ILO総会（ジュネーブ）にて採択
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労　福　協

（２）　2020年１月

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は会員・関係者の皆さんに労福協の事
業運営と組織運営に格段のご理解とご支援をお
寄せいただきましたことに心から御礼申し上げ
ます。
　昨年は、殊の外、日本全国で自然災害が多発し、
かけがえのない命と財産が奪われ、今なお避難
生活を余儀なくされている方々がおられます。
この場を借りてお悔やみとお見舞いを申し上げ
るとともに、一日も早い復旧・復興を願いつつ、
防災・減災の意識高揚と対策の拡充を願うとこ
ろです。
　また昨年は、ＩＬＯ創設100年、中央労福協結成
70年、連合結成 30 年という節目でありました。
　中央労福協は、70 周年を節目として、これま
での「2020 年ビジョン」に基づく活動の総括の
上に立って、新たに「すべての働く人の幸せと豊
かさをめざして、連帯・協同で安心・共生の福
祉社会をつくります」という理念と「2030 年ビ
ジョン」を策定しました。
　「2030 年ビジョン」は、労働者福祉の対象者が
組織労働者から未組織や困難を抱える地域住民
などに変化し、労働者福祉の担い手は協同組合
や労働者福祉団体のみならずＮＰＯや社会的企
業など多様化していることを踏まえ、時代に応
じた課題への取り組みと、「福祉は一つ」という
原点を継承していくこととし、①多様なセーフ
ティネットで働くことや暮らしの安全を支え、
②連帯・協同で共助の輪を広げ、すべての人の
暮らしをサポートし、③支え合い、助け合う地域
共生社会をつくる、④そのために組織の人材育
成と財政基盤を拡充する、ことを唱っています。

　徳島県労福協は、全国的には後発となる 1975
年に設立され、今年で 45 周年を迎えることにな
りますが、この間会員や関係者のご理解とご支
援をいただき、協同組合間の連携強化と共に、社
会情勢の変化に対応して、次世代育成支援事業
や子どもの未来応援事業、若者や生活困窮者に
寄り添い、社会的自立と社会復帰を支援すると
共に、定住外国人を含む様々な立場の人々の就
労支援事業、そして高齢者介護まで様々な事業
を展開するまでに拡充されてきています。
　しかし、現下の社会・経済・政治情勢は、地域
社会の持続可能性が問われる危機に瀕している
といっても過言ではありません。
　この危機を突破するためには、労働組合と労
働者福祉事業団体が車の両輪となって、働く者
の生活の安定と地域社会の底上げのために一致
団結して取り組む必要があります。
　徳島県労福協は、今年も精一杯奮闘してまい
ります。皆様の引き続くご支援とご協力をお願
いして挨拶といたします。ともに頑張りましょう。

徳島県労働者福祉協議会

　　会　長　川 越 敏 良

労福協45周年を期に一層の
発展・拡充を期す

徳島県労働者福祉協議会役員名簿
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連　　合

日本労働組合総連合会徳島県連合会

　　会　長　新 居 栄 治

役 職 名 氏　　名 組 織 名
〈連合徳島2020～2021年度役員〉
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大　谷　竹　人
小　合　弘　人
田　村　敬　一
鎌　谷　浩　司
原　内　正　敏
良　田　義　和
松   本    光    弘
川　口　誠　二
宮　本　武　司
吉　野　泰　甲
藤 田 晶 子
島　　　和　久
山 本 雅 敏
片 岡 可 恭
小　谷　正　勝
原 田 俊 彦
山　田　雄　作
合　田　泰　弘
井　内　貴　志
松　本　忠　宏
鎌　田　耕一郎
石　橋　　　元
森　内　信　哉
小　原　伸　二
三　木　裕　子
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松　本　淳　史
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自 治 労
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Ｊ Ｐ 労 組
電 力 総 連
自 動 車 総 連
電 機 連 合
自治労（ 県 職 労 ）
情報労連（民間大手部会）
交通労連（民間中小部会）
全水道（官公労部会）
UAゼンセン（女性委員会）
電 力 総 連
交 　 通 　 労 　 連
自 治 労
Ｊ Ａ Ｍ
全 国 一 般
農 協 労 連
運 輸 労 連
Ｊ Ｒ 連 合
私 鉄 総 連
基 幹 労 連
Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
国 公 総 連
県 教 組
全国一般（女性委員会）
四 国 労 金 労 組
政　　　労　　　連
全   労   済   労   組

「まもる・つなぐ・創り出す」
　　　　の運動へ

　新年明けましておめでとうございます。皆さまに

おかれましては新たな気持ちで新年を迎えられた

こととお慶び申し上げます。また、旧年中は、連合徳

島の運動に対しまして格別のご支援、ご協力を賜り、

心より感謝を申し上げます。

　さて、昨年末連合では結成 30 周年という節目を

迎え、新たな運動方針「働くことを軸とする安心社
会―まもる・つなぐ・創り出す―」を掲げ、新たな
ステージを踏み出しました。

 ・働く上で様々な困難を抱える仲間を含め、働く一

人ひとりを「まもる」ことを根幹に置く。
 ・働く仲間が労働組合活動に参加し、輪を広げ、そ

の参加の循環を構成組織・連合活動さらには地

域活動につなぐこと、すなわち働く仲間・地域社

会を「つなぐ」運動としていく。
 ・様々な課題に対して、多様なステークホルダーと

対話・協働することで広がりのある運動をつく

りあげ、社会・経済の新たな活力を「創り出す」。
　これら連合としての役割を念頭におきながら、連

合徳島としても全ての労働者に寄り添い、広く県民

の共感が得られる運動体として認知される様、更な

る高みを目指していきたいと考えます。

　昨年は「働き方改革関連法」によって、長時間労働

是正の為の残業の上限規制が大企業において導入

が開始されました。いよいよ今年４月からは中小企

業においても本格的に導入されます。また、勤務間

インターバル、同一労働同一賃金、パートタイム労

働者や有期雇用労働者の公正な待遇確保などの取

り組みが本格化されてきます。特に長時間労働是正

については、不当な働き過ぎによる過労死の解消や

労働者の健康を守る側面と、一人当たりの労働生産

性を高め、持続可能な経済成長に繋げていくことに

より、全ての労働者がワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）を充実させながら、健康で心豊か

に生きることが実現できると考えます。連合徳島は、

公務、民間、企業規模、雇用形態、年齢などに関わら

ず、互いに認め合い、個々人にニーズに合った多様

な働き方の仕組みを整え、安全で安心して働きがい

のある職場構築に向けて、中心となって取り組んで

まいります。

　2020年は連合徳島としても結成30周年の記念す

べき1年となります。例年実施している全ての行事

を冠を付けた特別な行事にすること、6月には記念

レセプションや記念誌の発刊も計画しています。

みなさんと一緒に連合徳島の歴史を振り返りなが

ら、将来に向けた節目の年にしたいと考えており

ますので、是非ご協力・ご参加をお願いします。

　今年が皆様方にとりまして良き年になりますよ

うお祈り申し上げますとともに、私たち連合運動

に対する皆様方のより一層のご理解とご協力をお

願い申し上げます。

  今年も共に頑張りましょう！！
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ろ う き ん

（４）　2020年１月

　新年明けましておめでとうございます。皆様
におかれましては、ご家族お揃いで新春をお迎
えのこととお慶び申し上げます。
　「四国ろうきん」の本年度の事業状況は、長期
化するマイナス金利政策に起因する厳しい金融
環境下にありながらも、昨年度に引き続き計画
通り順調に推移しているところでございます。
これも一重に会員の皆様方のご支援のおかげと
心から感謝するところでございます。
　本年4月から始まる2020年度は、「お客様と対
面しての個別提案活動（ありがとう祭り）はもと
より、ブロック営業体制の最終確立やグループ
改革・事務改革などを完遂させることで更なる
お客様へのサービス向上を実践する」とした第7
期中期経営計画の総仕上げの年にあたります。
　そして今月末には進化するデジタル化やキャ
ッシュレス化に対応すべく、昨年10月に導入し
た「ろうきんアプリ」に続きQR決済第1弾として
Line Payと提携し、お客様の更なる利便性を追
及させて頂く予定でございます。
　「四国ろうきん」は昨夏、女性活躍推進法に基
づく「えるぼし認定企業」の最上位である第3段
階に認定されました。認定企業は四国圏内でも
非常に少なく労金業態の中でも最上位認定は唯
一の金庫でございますが、今春から新設される
「プラチナえるぼし」の取得に向け果敢に挑戦し
てまいります。加えて「人生100年時代」にしっか
り対応すべく①資産寿命を伸ばす、②高齢者の
資産を守る、③スムーズな資産継承を実現する

ための様々な対策を打ってまいります。
　一方内部的には、全役職員が「チームろうき
ん」として一丸となってワークライフバランス
の改善やSDGsのスローガンである「誰一人取り
残さない」の考えのもとディーセントワークを
実現し、「四国ろうきん」にふさわしい「組織風
土」の確立に取り組みます。そしてそのことで
「働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉
金融機関」としての社会的使命と役割を果たし
ていく所存でございます。役職員一同一丸とな
って頑張ってまいりますので、より一層のご理
解とご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶と
いたします。

新年のご挨拶

四国労働金庫

　　理事長　杉 本 宗 之

【徳島地区選出理事・監事】

【徳島営業本部・営業店】

役 職 名

役 職 名

氏　　名

氏　　名

所　　属

副理事長

専務理事

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

河 村 　 和 男

住 友 　 誠 教

大 西 　 和 彦

田 村 　 敬 一

川 口 　 誠 二

大 谷 　 竹 人

尾 関 　 　 定

森本　　佳広

板東　啓太郎

今治　五百合

挟谷　　　肇

西　　　英二

佐々木　美紀

遠藤　　好人

中澤　　正和

太田越　貴久

ＰＨＣ労働組合四国支部

員 　 外

員 　 外

ＪＰ労働組合四国地方本部徳島連絡協議会

ＮＴＴ労働組合四国総支部徳島分会

自 治 労 徳 島 県 本 部

ジェイテクト労働組合徳島支部

執行役員徳島営業本部長

徳 島 営 業 副 本 部 長

徳島ブロック統轄店長

池 田 支 店 長

徳 島 北 支 店 長

阿 南 支 店 長

鴨 島 支 店 長

徳 島 Ｌ Ｃ 所 長

徳 島 北 Ｌ Ｃ 所 長
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　新年、明けましておめでとうございます。

　皆さまには輝かしい新年をお迎えのこととお喜

び申し上げます。全労済の新しい愛称“こくみん共

済 coop”に馴染んでいただけたでしょうか。この

愛称は、「こくみん  みんなのために  共済という

たすけあいの仕組みを提供する協同組合（coop）」

を表しています。この「共済」とは「みんなでたす

けあうことで、誰かの万一に備える」という仕組み

です。

　また、「共済」は自分の万一に備えるとともに、

支払った掛金が事故や病気になった方々に役立て

られるという、たすけあいの仕組みともいえます。

ところが、「共済」にはカタチはなく、日常では意識

されにくいことから、「共済」がたすけあいだとは

気付いていない方が多いかもしれません。そこで、

「たすけあい（共済）」を意識する『たすけあいの輪

を結ぶ』という言葉に「共済」のたすけあいの価値

を込めました。

　今、少子高齢社会や大規模災害の発生など私た

ちを取り巻く環境は大きく変化しています。こく

みん共済 coopは、たすけあいの考え方や仕組みを

通じて、「みんなでたすけあい、豊かで安心できる

社会づくり」にむけ、さらに多くの方々に親しみ、

愛される存在となりたいと思います。昨年は徳島

でも台風10号により100件を超える共済組合員が

被害を受けましたが、関東を中心とする台風被害

では、河川の氾濫・決壊による甚大な被害が発生し

ました。このため全国からの支援体制で現地調査

と共済金支払い手続きを行い、全国58,000人を超

える共済組合員の皆さんに約300億円の共済金を

お支払いするなど、生活の安定に繋げていただく

ことができました。

　また、こくみん共済 coopは、社会の中に少しで

も多くの「たすけあいを楽しめる瞬間」を増やすた

めに、「ENJOYたすけあい」プロジェクトを始めま

した。日本において災害時に人々がたすけあう姿

は、外国の方が驚かれるくらいだそうです。その一

方、街中や電車でのたすけあいが他国と比べ少な

いといわれます。控えめな国民性もその一因かも

しれません。

　本来、たすけあいは、気持ちのいいものです。自

分がたすけることで、相手が喜んでくれるのは

もっと嬉しいものです。誰もが少しでも安心して

暮らせるために、たすけあいの文化がもっと広

まってほしい、もっと気軽で気楽な「たすけあい」

文化を創ろう、ということがこのプロジェクトの

根幹にあります。

　私たちは、「共済」を通じて人と人との「たすけあ

いの輪」を結び、「安心のネットワーク」を大きく広

げていきます。本年も引き続き皆さまのご支援を

いただけるようお願いします。

「たすけあい」を楽しむ
            文化を創りたい

こくみん共済 coop徳島推進本部
（徳島県共済生活協同組合）

本部長（理事長）　藤 岡  一 雄

〈2019年度  こくみん共済 coop〈全労済〉徳島推進本部　役員体制〉
役 職 名 氏　　名 所属団体 役 職 名 氏　　名 所属団体
本 部 長
副 本 部 長
事 務 局 長
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

藤 岡 　 一 雄
新 居 　 良 雄
豊 田 　 　 浩
松 永 　 　 勉
宮 本 　 武 司
尾 関 　 　 定
鎌 谷 　 浩 司
岩 生 　 大 治
三 木 　 裕 子
鈴 木 　 圭 吾
鎌 田 耕 一 郎
松 本 　 光 弘

こくみん共済 coop徳島推進本部
全徳島建設労働組合(フレッセ)
こくみん共済 coop徳島推進本部
東邦テナックス労働組合徳島支部
四国高速運輸労働組合
ジェイテクト労働組合徳島支部
四国電力労働組合徳島県本部
徳 島 バ ス 労 働 組 合
全国一般徳島地方労働組合
自 治 労 徳 島 県 本 部
新日本電工労働組合徳島支部
徳島県職員連合労働組合

代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

亀 田 　 　 真
合 田 　 泰 弘
好 野 　 祐 司
上 原 　 　 卓
北 田 　 洋 介
藤 田 　 晶 子
矢 藤　  寿 浩
大 久 保 秀 幸
藤 崎  　夏 男
岡 元    義 彦
中 野    鋭 児

徳 島 市 交 通 労 働 組 合
全日通労働組合四国支部徳島地域協議会
徳島市役所職員労働組合連合会
徳島県教職員団体連合会
徳島県公立学校教職員組合
日清紡労働組合徳島支部
ＰＨＣ労働組合 四国支部 脇町地区
と く し ま 生 協
四国化成徳島労働組合
徳島県高等学校教職員組合
阿南市職員労働組合連合会

3619W014こくみん共済 coop 徳島推進本部（徳島県共済生活協同組合）

こくみん共済 coop



と　く　し　ま　労　福　協（６）　2020年１月

勤労者福祉ネットワーク

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

　　理事長　久 積 育 郎

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には新たな希望を持って新年をお迎えの
こととお慶び申し上げます。
　日頃は当財団の諸事業に対し、特段のご支援、
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　おかげさまで、当財団として、働く者とその家
族の皆さんのそれぞれのライフステージに対応
し、“いつでも、どこでも、だれでも”が利用で
きる勤労者の総合福祉推進をめざし、着実に歩
むことができました。ここに改めて深く感謝を
申し上げます。
　さて、当財団にとって2020年度の重点課題は、
⑴　県下全ての市町村の参加で、あわ～ず徳島
の全県広域化を実現し、公労使の三者協力に
より、早期の自立化をめざす。
⑵　徳島の地にファミサポが誕生して20周年の
記念事業を成功させ、これからの10年へ向け
た新たなステージとして、子育て広場の併設、
病児・病後児預かり事業の全県化をめざす。

⑶　1,000組のカップル誕生の中で３周年を迎
えたマリッサとくしまの更なる飛躍へ向け、
本格的な事業拡充をはかる。
⑷　ヒロシマ被爆アオギリⅡ世の平和祈念植樹
５周年を迎え、唯一の被爆国として日本政府
の国連「核兵器禁止条約」への参加を求め、
大きく成長したアオギリⅡ世と共に、平和祈
念の集いを開催する。
⑸　“多文化共生社会”の序章の時代を迎え、
さまざまな分野における交流と共生へ向けた
具体的な事業展開に着手する。
ことなどであります。

　今、世界は　①地球温暖化・気候変動に対す
るパリ協定（COP23）の実現　②国連「核兵器禁
止条約」の批准　③国連サミットで採択された
「我々の世界を変革」し、“誰ひとり取り残さない”
ための SDGs17 項目の実施。など大きな歴史的
転換期にあります。また国内では世界に類を見
ない超少子高齢化の進行の中で、8050問題は、
待った無しの状況にあります。
　このような中にあって、私たちは改めて財団の
理念である「人々の連帯を軸とした“共助・共生
の福祉社会」の実現へ向け、しっかりと歩んでい
きたいと決意しています。
　新年にあたりまして、皆様のご健勝、ご活躍
を祈念すると共に、当財団への更なるご支援、
ご協力をお願い申し上げ、新年のごあいさつと
いたします。

〈（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク役員〉

2020年ごあいさつ

役 職 名 氏　　名 所　　属 役 職 名 氏　　名 所　　属
理 事 長
副理事長
〃
〃

専務理事
常務理事
理 事
〃
〃

久 積　育郎
林　香与子
川越 　 敏良
黒 下 　 耕司
杉本　友好
川原　佳子
小泉吉太郎
小原　直樹
小笠　恭彦

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳島県経営者協会・会長
（公社）徳島県労働者福祉協議会・会長
徳島県商工労働観光部・部長
（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク
（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳島県市長会・事務局長
徳島県町村会・常務理事
徳島県商工会議所連合会・専務理事

理 事
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

玉 田 　 直 彦
森 本 　 佳 広
藤 岡 　 一 雄
喜 多 條 雅 子
加 渡 い づ み
多 田 　 道 代
武 田 　 勝 行
蔭 山 　 眞 應
新 居 　 栄 治

徳島県商工会連合会・専務理事
四国労働金庫徳島営業本部・本部長
こくみん共済 coop徳島推進本部・本部長
N PO法人C r e e r・理事
四国大学短期大学部・教授
徳島県生活共同組合連合会・会長
税 理 士
徳島県中小企業団体中央会・専務理事
日本労働組合総連合会徳島県連合会・会長



と　く　し　ま　労　福　協

労働福祉会館

2020年１月 （７）

　新年明けましておめでとうございます。皆様方に
は、つつがなく希望に満ちた新年を迎えられましたこ
と心からお慶び申し上げます。
　わーくぴあ徳島は、お陰を持ちまして本年で設立
49年を迎えることができました。今日までご尽力いた
だきました会員の皆様、ご入居の各団体、会館をご
利用いただいているすべての皆様に心からお礼申
し上げます。
　さて、わーくぴあ徳島は協同互助の精神に立脚し、
より公共性・公益性を高めるための諸事業を展開す
ると共に、各分野における非営利の社会貢献団体を
受け入れています。労働者の様々な諸問題の解決
に尽くす連合徳島をはじめとする労働組合、労働者
自主福祉運動を進める「公社・徳島労福協」、公労
使で構成する「公財・勤労者福祉ネットワーク」、労
働金庫やこくみん共済coopの労働者福祉事業団
体、障がい者の就労を通して自立支援を進める「ク
レエール」、食品廃棄の活用・子ども食堂と子どもの
居場所づくりや「フードバンクとくしま」等々、より公共
性の高い非営利団体が入居し、さらに会館管理をシ
ニアの働く場づくりを進める「NPO壮生」、そして駐
車場管理を「NPO腎臓病協議会」に委託しており、
文字通りお年寄りから子どもたちまで幅広く親しまれ
る県民に開かれたわーくぴあ徳島として活用されて
います。
　また、わーくぴあ徳島では将来の方向性を検討す
る「将来の新館建設を展望した検討委員会」より一
昨年3月15日に「答申書」をお受けいたしました。その
「答申書」には、新館建設へ向けた準備の他、「県
内労働者福祉の拡充へ向けた基盤の確立と規模
の拡大を図るため、労福協と労働福祉会館の法人
統合を図ることが適当である。」とあり、その具体化
へ向けた取り組みを進めて来ました。具体的には、

謹 賀 新 年

徳島県労働福祉会館

　　理事長　藤 原 　 学

公社・徳島労福協と一社・労働福祉会館は、昨年6月
19日、双方の会員総会に於いて合併協議の開始を
行うことを決議し、7月1日付にて協議開始の覚書を
締結、同時に合併協議会を設置いたしました。そし
てこれまで４回の協議を重ねて、今後の合併契約の
総会決議へ向けて、様々な課題について検討して
いるところであります。２０２０年は新たな労働福祉会
館に向けた取り組みの極めて重要な節目の年となり
ます。改めまして、皆様のご協力とご支援をお願い申
し上げます。
　公益目的支出事業としての「とくしま社会運動資
料センター」は、社会運動や労働運動などの貴重な
書籍・資料等、後世の運動の参考とすることを目的と
した収集活動の他、社会的な課題を取り上げた公
開講座や企画展の開催を行っています。2017年度
より行ってきた部落史資料作成に関する協議は全
20回を以って終了し、公開講座講演録として冊子と
してまとめ、併せて『部落史、社会運動史』年表を作
成する予定であります。そして新たに徳島における
様々な労働運動、社会運動の歴史を次の世代に引
き継いでいくことを目的として「徳島社会運動史研究
会」をセンター内に設置し、部落史研究会を引き継ぐ
形で研究会をスタートさせたところであります。今後と
も、特段のご支援とご協力を心からお願い申し上げ
ます。
　結びに、本年が皆様方にとって輝かしい希望の一
年でありますことをお祈り申し上げ、年頭にあたりまし
てのご挨拶といたします。

徳島県労働福祉会館  役員一覧

役 職 名 氏　　名 現在の所属

理 事 長

副理事長

常務理事

理 事

〃

〃

〃

監 事

〃

藤 原 　 学

久　積　育　郎

福　本　　　純

川 越 敏 良

藤　岡　一　雄

森　本　佳　広

新　居　栄　治

豊　田　　　浩

板　東　啓太郎

徳島県労働福祉会館

徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳 島県労働福祉会館

徳島県労働者福祉協議会

こくみん共済 coop徳島推進本部

四国労働金庫徳島営業本部

日本労働組合総連合会徳島県連合会

こくみん共済 coop徳島推進本部

四国労働金庫徳島営業本部



と　く　し　ま　労　福　協（８）　2020年１月

徳島県生活協同組合連合会

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には新たな希望と共に新年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。日頃は私ども連合会に多大な
ご支援ご協力を賜りありがとうございます。
　昨年は、平成最後の新年を迎え、４月１日の新元号
「令和」発表、５月新天皇即位とそれを祝した史上
初の10連休・・それが終われば10月の消費増税への
カウントダウン、軽減税率にあたふたしている間に、
10月１日消費税は10％になりました。キャッシュレスの
５％還元に惑わされ、レシートを何度見直しても今ひ
とつ腑に落ちない毎日・・・。
　災害も一昨年に引き続き多い一年でした。天皇陛
下の即位はつつがなく行われたものの、祝賀パレー
ドは延期されるなど、改めて災害の中の日本を痛感す
る年でした。

ラグビーＷ杯の余韻をそのままに、今年2020年はオ
リンピック、パラリンピックイアーです。世界各国から
の選手や観光客を迎え、日本の真価が試され、幸福
度も測られましょう。
　あまりに日々激動すぎて、自分の立ち位置、道しる
べを見失いそうになる時代、でもやはり、明日の明る
い未来を語りたいです。一人一人の力は小さいです
が、助け合い、協力し合い、連携しながら明日を信じ
たいです。
　皆様の益々のご活躍とご多幸を祈念するとともに、
当連合会へのさらなるご支援ご協力をお願い申し上
げ、年頭のごあいさつといたします。

2020年迎春の
ごあいさつ
徳島県生活協同組合連合会

　　会　長　多 田 道 代

〈徳島県生活協同組合連合会役員〉
役 職 名 氏 　 　 名 所 属 単 協 名
会　　長
副 会 長
専務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事
監　　事

多 田 道 代
藤 岡 一 雄
大 久 保 　 秀 　 幸
木 　 津 　 正 　 憲
豊 　 田 　 　 　 浩
山 本 浩 史
松 田 大 亮
北 岡 　 　 徹
松 永 　 　 隆
高 橋 敬 司
吉 野 才 治
宮 本 久 恵
宮 崎 隆 義

生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 学 校 生 活 協 同 組 合
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 県 職 員 生 活 協 同 組 合
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合

フ レ ッ セ

　新年明けましておめでとうございます。日頃はフレッセ
の諸活動に対しまして、ご理解とご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。
　私たちは一般勤労者に比べて不十分な福利厚生面
を補うために、国民健康保険や労働保険、組合共済な
どを中心として、建設に従事する仲間の仕事と生活を守
る取り組みを進めてきました。
　また、住環境の改善や、地域経済の活性化にもつな
がる「リフォーム助成制度」の創設や拡充、低い賃金水
準の下支えとなる公契約条例の制定に向けた取り組み
を進めています。
　昨年は九州北部を襲った記録的な豪雨災害、15号・
19号と続いた巨大台風による停電・断水、浸水等、甚大
な被害をもたらしました。自然の脅威を目の当たりにし、事
前の備えの重要性を再認識させられた１年でした。今後

２０２０年
年頭のご挨拶
フレッセ

　執行委員長　大 地 　 均

予想される巨大地震、様々な自然災害に備え県民の命
を守るための住宅の耐震化は喫緊の課題です。組合で
も耐震シェルターの普及や耐震改修を進めて貢献して
いきます。
　組合や仲間を取り巻く状況は、依然きびしく、慢性的
な後継者不足、都市と地方の格差の拡大、建設従事者
の高齢化等々、乗り越えなければならないことは山積み
です。
　これまでに培
ってきた仲間か
らの信頼と支持
のもと、県内で働
く建設労働者・
職人の仕事と生
活を守るための
取り組みを進め
ていきます。
　今後ともフレッ
セの活動に対し
まして、皆様のよ
り一層のご支援
とご協力をお願
い申し上げます。

〈フレッセ県本部役員名簿〉
役 職 名 氏　　名

執 行 委 員 長
副 執 行 委 員 長

〃
書 記 長
財 政 部 長
執 行 委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

青 年 部 長
会 計 監 査

〃
〃

大　地　　　　均
楠　野　　　　進
賀　治　　隆　志
新　居　　良　雄
住　友　　　　寛
中　　　　敏　昭
秋　山　　　　威
相　原　　　　隆
坂　本　　健　作
矢　野　　康　彦
花　本　　和　広
中　川　　雅　彦
岡　田　　　　博
外　山　　康　雄
高　田　　昌　治
岡　　　　順　次
平　田　　孝　夫
山　伏　　忠　信
藤　本　　順　二
中　野　　祐　樹
春　野　　市　治
髙　橋　　　　敏
多　田　　　　勲
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　２０２０年の新年を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上
げます。
　日頃は、NPO法人徳島労働安全衛生センターの活動
に対し深いご理解とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
　当センターは労働災害や職業病を未然に防止するた
め、労働者の安全と健康に関する調査、相談、教育、啓発
事業、衛生管理者の育成等々の活動を展開しています。
　全国の労働災害は長期的には減少傾向にありますが、
２０１８年の休業４日以上の死傷者は１２７，３２９人で、この
うち９０９人もの尊い命が失われました。特に第３次産業の
死傷者は年々増加し、６０，０５３人と前年より７．２％も増加し
ています。
　こうした災害の増加の背景として、労働人口の高齢化、
現場力や安全衛生活動の低下などが指摘されています。
　労働者の健康診断による有所見率は年々増加し、過
重労働等により尊い命や健康が損なわれる事案が発生し

ており、全産業における精神障害に対するメンタルヘルス
対策が重要課題となっています。
　このような状況のもと、当センターでは、事業主による自
主的な労働災害防止活動へのサポートを通じて安全衛
生水準の向上に寄与するため、「人財育成」「技術サービ
ス」「情報発信」の側面から各種事業を積極的に展開し
ております。
　労働災害などの悩み相談ダイヤルを開設し（労働災害、
メンタルヘルス、石綿、職業病）、衛生管理者育成を目的に、
昨年も「安全・衛生管理者」第２０期養成講座を実施し
「第一種衛生管理者試験」でも素晴らしい成果を残し
ました。
　本年も、労働者の安
全と健康を守るため当セ
ンターの運営に対しまし
て、ご理解とご支援を賜
りますようお願い申し上
げます。
　皆様のご健勝とご活
躍を心からお祈り申し上
げまして新年のご挨拶と
させて頂きます。

新年のご挨拶
ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター

　　理事長　新  居  良  雄

ＮＰＯ法人 徳島労働安全衛生センター

〈役  員  名  簿〉

役 職 名 氏　　名
理 事 長
副理事長
〃
〃
〃

専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

新 居 　 良 雄
島 　 　 和 久
大 谷 　 竹 人
鎌 谷 　 浩 司
吉 野 　 泰 甲
片 岡 　 可 恭
原 田 　 俊 彦
矢 鳴 　 浩 一
田 村 　 敬 一
下　  　 則 子
川 口 　 誠 二
井 内 　 　 猛
小 谷 　 正 勝
亀 田 　 　 真
三 橋 　 松 男
岩 生 　 大 治
小 栗 　 　 譲

役 職 名 氏 　 　 名 組 　 織 　 名
会 長
副 会 長

〃
〃
〃

事 務 局 長
事 務 局 次 長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

顧 　 　 問

〈徳島県退職者連合役員〉
　新年あけましておめでとうございます。 皆様には、新しい年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、徳島県退職者連合に対し、格別のご支援、ご協力を
賜り有り難うございました。 新しい年を迎えるに当たり、この１年
の運動方針について紹介させて頂きます。
　退職者連合は、全国で約80万人、徳島県退職者連合は、約８千
人の組織として活動しています。日本退職者連合は、2019年７月
12日、第23回定期総会を開催し「経済優先の政治から生活最優
先の政治に変え、生き生きと安心して暮らせる社会にしよう！！」
をスローガンを決定し、１年間の運動方針を決定しました。
  わが国の社会保障制度は、年々先細りし、大きく揺らいでいま
す。政府与党は、国の財政運営の最大課題が人口高齢化によって
膨らみ続ける社会保障費にあるとして給付削減、負担増による財
政均衡を図っているからです。2016年から2018年の３年間だけで
も、社会保障給付費4,400億円が削減されました。その結果、保険
料や窓口負担の引き上げとなり国民の暮らしを厳しくしていま
す。その一方で、１機100億円もする戦闘機を大量に購入するなど
防衛費は７年連続で大幅に増額しています。
   これでは「国民の安心」「将来の希望」などは夢物語となり社会

弱者や多くの国民の生活は一層苦しくなるばかりです。
  なかでも、いま国民にとって大切な「年金・医療・介護」を柱とす
る社会保障制度の改正によってさらに厳しい状況が危惧されて
います。
  退職者連合は、高齢者、社会弱者が人並みの生活を営む事が出
来る「年金・安心信頼の医療と介護制度の充実と高齢者が人間と
しての尊厳をもって人生を全うできる社会の実現をめざし積極的
に行動してまいります。
  2020年が平和で、安心して暮らせる良い年になりますようご祈
念申し上げ新年のご挨拶といたします。

2020年
新年のご挨拶
徳島県退職者連合

　　会　長　日　下　公　明

徳島県退職者連合

日 下 公 明
宮　本　　　剛
澁　谷　良　臣
近　藤　啓　治
八　木　由利子
山　藤　正　義
坂　尾　直　也
福　井　英　利
岩　崎　啓　二
坂　本　忠　成
大　倉　武次郎
赤 松 邦 博
國　見　　　聖
鏡　　　和　博
有 瀬 政 明
重 清 俊 夫
児　島　　　等
湯　浅　和　則
橋　本　保　子
冨　田　真由美
小笠原　幸　雄

ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 友 の 会 徳 島 県 支 部
全日本自治体退職者会徳島県本部
日本郵政グループ労働組合徳島連協退職者の会
全 日 本 自 治 体 退 職 者 会 徳 島 県 本 部
林 野 関 連 退 職 者 の 会 徳 島 県 支 部
徳 島 県 労 働 金 庫 退 職 者 の 会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
全日本自治体退職者会徳島県本部
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
全 た ば こ 退 職 者 の 会 池 田 支部
徳 島 バ ス 労 働 組 合 退 職 者 会
徳 島 造 船 退 職 者 の 会
農 林 水 産 省 徳 島 退 職 者 の 会
全国山林労働組合徳島県本部退職者会
全日本自治体退職者会徳島県本部
徳 島 県 農 協 労 連 退 職 者 会
徳島県退職者連合南部地域協議会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
徳 島 県 退 職 女 性 教 職 員 の 会
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
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地域ライフサポートセンター

徳島中央ライフサポートセンター

役 職 名 氏　　名 所属団体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

宮　本　武　司
今　治　五百合
豊 田 　 浩
新　居　良　雄
杉　本　友　好
松　本　光　弘
村　上　貴　則
尾　田　賢　治
板　東　喜代子
西 　 英 二
遠　藤　好　人
祖父江　広　幸
小　谷　正　勝
青　山　広　樹
加　美　大　輔
元 川 　 仁
谷　本　　　智
藤　崎　夏　男

徳 島 地 域 代 表
四 国 労 金 徳 島 営 業 本 部
こくみん共済 coop徳島推進本部
フ レ ッ セ
徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
専 従
四 国 労 金 徳 島 北 支 店
四 国 労 金 鴨 島 支 店
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
徳 島 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
N P O 法 人 壮 生
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表

＜徳島中央ライフサポートセンター役員＞

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島中央ライフサポートセンターの諸事業
に格段のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　当センターは、ワンストップサービスの拠点として、関
係団体とのネットワークにより「暮らしなんでも無料相
談」、日々の暮らしに役立つ情報の提供など地域福祉
や労働者福祉の向上を目指した様々な事業を行い、地
域住民はじめ県民の皆様の生活をサポートしています。
　昨年の活動としては、５月20日第10回総会の後「セク
シャルマイノリティの現状と課題」と題して連合本部照
沼次長をお迎えし、パートーシップ制度導入に向けて
の自治体の動きと連合の取組等を講演いただきました。
　また、11月8日には「リラクゼーション・ヨガ」を開催。
　また、11月10日には、全国一斉「奨学金に関する相
談ダイヤル」も開催しました。
　恒例となりました「キウイ収穫体験祭り」を11月16日
に佐那河内村の果樹オーナー園で行いました。当日は、
103名が参加、素晴らしい晴天のもと多くの方がキウイ
収穫を体験し、抽選会やキウイの試食を楽しみました。

　更に、平和や人権問題、国際交流にも積極的に取り
組んだところです。
　本年も、地域住民との結びつきを強め、地域から期
待される「ワンストップサービス」機能の充実に努めて
まいりますので、格別のご支援、ご協力、ご指導を賜り
ますようお願い申し上げます。

〈2019年度役員〉

役 職 名 氏　　名
理 事 長
副 理 事 長
専 務 理 事
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

前　田　すづ子
前　田　すづ子
元　川　　　仁
久　積　育　郎
國　見　　　聖
辻　　　博　史
村　田　知江美
佐　伯　雅　子
東　條　恭　子
板　東　喜代子
清　田　敏　弘
坂　尾　直　也

新年のご挨拶

ＮＰＯ法人壮生

  理事長 前 田　す づ 子

ＮＰＯ法人 壮 生

　新年あけましておめでとうございます。皆様には
希望に満ちた新年をお迎えのこととお喜び申し上げ
ます。
日頃は壮生の活動にご理解とご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　私たち壮生は「シニアのニーズに、シニアが応え、シ
ニアが運営すること」をモットーに、高齢者の貧困を
なくし、健康で自立した生活を営むため、地域社会の
中におけるお互いの自助・共助・共生を目指し、中
村前理事長を先頭に様々な活動に取り組んでまいり
ました。
　昨年には節目になる創立10周年を迎えることがで
き、会員交流会を実施できました。これもひとえに、皆

様のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。
　今後も中村前理事長の思いを引き継ぎ、これまで
の活動をさらに進めていくとともに、あらたなボラン
ティア団体との連携や幅広い仲間づくりにも取り組
んでまいりたいと考えております。
　本年も元気シニア、会員の皆様、仲間の皆様ととも
に、生涯現役の心を持ちつづけ、何事にも挑戦してい
く気持ちで頑張ってまいりますので、格別のご指導と
ご協力をお願い申し上げます。
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〒770-0942　徳島市昭和町3丁目35－1 
（公社）徳島県労働者福祉協議会　
お年玉プレゼント係　FAX 088-625-5113

新春お年玉 プレゼント!!

パプ●カ
送
付
先

応
募
方
法

※記入された個人情報等はプレゼント発送以外の目的では使用しません。

問題

正解者の中から
抽選で30名様に
図書券（1,000円）を
プレゼントします。

応募締切日 2020年1月末日

役 職 名 氏　　名 職　　場
会　　　長
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
事 務 局 長
理　　　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

監　　　事
　 〃 　

細 田 博 樹
挾 谷 　 肇
豊 田 　 浩
上　田　匠　児
蔦 　 泰 見
南 　 馨
国 安 健 斗
秋　山　和　久
新　居　良　雄
森 　 陽 一
藤 井 　 清
松 村 　 裕
花 岡 正 昭
田 中 耕 一
桐 川 裕 成
逸 見 雅 信
矢 藤 寿 浩
松　本　直　美
岡 田 貴 明

三好市職員労働組合連合会
四 国労 働 金 庫池田支 店
こくみん共済 coop徳島推進本部
ＰＨＣ労働組合四国支部
連 合 徳 島 専 従
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
阿波みよし農協職員労働組合
四国電力労働組合池田支部
フ レ ッ セ
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合三好支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
つるぎ 町 職 員 労 働 組合
三好市職員労働組合連合会
東みよし町職員労働組合連合会
ＰＨＣ労働組合四国支部
美 馬農協 職 員労 働 組合
四国労働金庫労働組合徳島県支部池田分会

＜徳島西部ライフサポートセンター役員＞

徳島西部ライフサポートセンター
　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は徳島西部ライフサポートセンターの活動に対しま
して、ご支援とご協力をいただきましたことに心から御礼申
し上げます。
　昨年は法律相談を月1回、若者のための就労相談につい
ては週2回とし、充実させてきました。また、生活困窮者支援
事業として、つるぎ町と東みよし町の就労準備支援事業を行
い、多方面の機関と連携を行い、就労準備の情報の共有化
を図りました。他にも、スポーツ少年団支援や着ぐるみ貸出
事業、エコ活動等も実施しました。
　7月28日には夏の恒例行事である「夏休みフェスティバル」
を開催しました。622名が集い、アメゴのつかみ取りや抽選
会を行いました。20回目ということで景品の数を増やし、大
盛り上がりの抽選会となりました。
　また、11月10日には県民と働く者のとくしまフェスタ2019
の一環として「ゆとり・癒しのウォーキング～紅葉と温泉の祖
谷渓谷～」を行いました。晴天の中、93名が参加しました。
ウォーキング後はかずら橋や温泉、モノライダーを楽しんで
いただき、癒しの時間を過ごしてもらいました。
　そして、昨年も「奨学金に関する相談ダイヤル」を全国一

斉で開催しました。
　本年も、幅広い勤労者層と地域社会に根ざす「労働と生
活」をサポートする運動体として、働く者の環境や雇用を守
り、生活に安心を取り戻す取組みを行ってまいりたいと考え
ております。引き続き、皆様のより一層の支援とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

徳島県出身の米津玄師が、作詞・作曲、プロデュースを
した「〈ＮＨＫ〉2020応援ソング」(Foorin)の曲名は？
（〇に当てはまるカタカナ１文字をお答えください）

官製ハガキまたはＦＡＸ用紙に解答を書い
て、下記あて先まで送付して下さい。その際、
住所、氏名を必ずお書き下さい。

徳島南部ライフサポートセンター

役  職  名 氏 　 　 名 所 属 団 体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

書 　 記

松　本　　佳　彦
宮　田　　義　文
加　藤　　憲　司
佐々木　　美　紀
豊　田　　　　浩
森　口　　芳　洋
川　原　　佳　子
益　田　　英　明
葉　田　　博　章
山　西　　健　児
谷　本　　修　司
前　田　　　　淳
井　上　　　　隼
根木屋　　彰　文
前　原　　健　太
井　坂　　　　博
武　田　　慎　吾
片　岡　　可　恭
清　水　　　　昇
岩　佐　　幹　彦
生　原　　ひろみ

自治 労 阿 南 市 職 労 連
ＪＰ労 組 徳 島 南 支 部
新日本電工労組 徳島支部
四国労働金庫阿南支店
こくみん共済 coop徳島推進本部
フ レ ッ セ 阿 南 支 部
徳島県勤労者福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ
専 　 　 　 従
紙パ連合 王子新労富岡支部
四国電労 阿南火力支部
倉敷紡績労組 徳島支部
自治 労 阿 南 市 職 労 連
四電ビジネス労組　橘湾支部
自 治 労 那 賀 町 職
自 治 労 牟 岐 町 職
全 国 一 般 柏 涛 会 支 部
阿 南 農 協 労 組
連 合 徳 島
自 治 労 徳 島 県 職
自 治 労 徳 島 県 職
専 　 　 従

＜徳島南部ライフサポートセンター役員＞

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島南部ライフサポートセンターの諸事業
に対しまして、ご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　昨年度の活動として、「暮らしなんでも相談」「アルミ
資源回収運動」「自動車運転免許特別講座」「介護保険
制度の仕組み・やさしい介護体験学習会」「県民と働
く者のとくしまフェスタ2019」「奨学金に関する相談ダイ
ヤル」等、開催しました。
　今、社会は高齢化と過疎化、人口の地域偏在が顕著
となり、地域が有する支え合いの機能が弱まり、地域社
会の持続可能性が脅かされていく状況にあります。ま
た不安定な雇用や格差拡大、貧困の固定化・連鎖、生
活と仕事のバランスが取れない働き方・働かせ方、ハ
ラスメントや人権にかかわる課題、地域を支える中小・
地場産業の疲弊など深刻な問題は依然として解消され
ていません。
　本年も微力ながら「生きがい・やりがい・働き甲斐
を求める人達の為に、色々な角度や形でのサポートに
努める」ことが任務であるとの認識を、強く持ち、地域
の方々、労働福祉団体やＮＰＯ、社会的資源などと幅広

く連携しながら「連帯・協同でつくる安心・共生の福
祉社会」をめざす活動に寄与していきたいと考えます。
　今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。
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〈四国ろうきん ) の詳しい情報は各営業店にお電話で。

徳 島 支 店
池 田 支 店
德島北支店
阿 南 支 店
鴨 島 支 店

徳島市昭和町3丁目35-1 徳島県労働福祉会館1F   9:00~17:00 (月~金)/10:00~17:00 (日曜日のみ) ☎ (088) 623-1111

三好市池田町サラダ1612-2　                           9:00~15:00 (月~金)　                                     ☎ (0883) 72-0399

板野郡北島町中村字東開10-5　                         9:00~17:00 (月~金)　                                     ☎ (088) 698-1111

阿南市富岡町トノ町71-20　                             9:00~15:00 (月~金、水曜日のみ19:00まで)　    ☎ (0884) 22-2132

吉野川市鴨島町鴨島342-1　                             9:00~15:00 (月~金、水曜日のみ19:00まで)　    ☎ (0883) 24-3113

徳島ローンセンター
德島市中島田町1丁目 11-1
☎(088)634-1000

徳島北ローンセンター
板野都北島町中村字東開10-5
☎（088）698-1112

●〈四国ろうきん〉の詳しい情報はこちら
http://www.shikoku-rokin.or.jp
または

ローン事前審査のお申込みや、ご返済の試算ができます。
営業時間（相談時間）／平日10:00～18:00　土・日曜日10:00～17:00
休業日／毎週水曜日、祝日（土・日曜日が祝日の場合は、営業いたします。）12/31～1/3

営業時間（相談時間）／平日9:00～17:00　日曜日 10:00～17:00
休業日／毎週土曜日、祝日（日曜日が祝日の場合は、営業いたします。）12/31～1/3

ホーム
ページ 四国ろうきん 検 索
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